
年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 生活していく上で基本となる知識や表現力を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 説明的文章の読解を通じて、論理的な思考力を身に付ける。

話・聞 書 読

○ ○ ○ ○ ○ ○

第一学習社　高等学校　新編現代の国語　　

国語

他者と意見を共有して、自分の考えを深めようとしている。

課題に興味を示し、主体的に取り組もうとしている。

20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。
・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の
主張との関係を理解しようとしている。

○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

課題に興味を示し、主体的に取り組もうとして
いる。

現代の国語

配当
時数

（１組：八神・中川）

【 知　識　及　び　技　能 】 語句の意味を理解し、文脈に合わせて適切な表現をしようとしている。

国語 現代の国語 3

（２組：中川・八神） （３組：中川・八神） （４組：八神・中川）

態

現代の国語国語

領域
評価規準

基本的な語句の意味を理解し、文脈に合わせて適切
な表現をしようとしている。

筆者の考え方について、他者と意見を共有し、自分の
考えを深めようとしている。

Ｃ　十六歳のとき
　
人生の岐路となった筆者の旅を追体験す
ることにより、世界にはさまざまな出会
いがあることを知る。

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・言葉には、認識や思考を支える
はたらきがあることを理解する。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

1

○ ○ ○ 24○

1

○

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
・比喩などの修辞について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。
・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の
主張との関係を理解しようとしている。

○

○ ○

○

20○ ○

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。
・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の
主張との関係を理解しようとしている。

○ ○

Ａ　イースター島になぜ森がないのか
　
イースター島の歴史について理解し、筆
者が提示する人類と生態系のあり方につ
いて考察する。
　

※ベーシック国語では、漢字演習、漢字
テストを実施する。

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・主張と論拠、個別と一般化な
ど、情報と情報との関係を理解す
る。

○

確認テスト①

Ｂ　言葉の海のオノマトペ
　
音声と意味との関係から、言語一般およ
びオノマトペの機能的特徴を理解し、音
としての言葉への興味を広げる。

　

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・言葉には、認識や思考を支える
はたらきがあることを理解する。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

２
学
期

１
学
期

確認テスト② ○ ○

○

○○

確認テスト②
○ ○

D　「未知」はいくらでもある
　
実体験をふまえて提示された「未知」に
対する筆者の捉え方を理解し、自分に照
らして考えを深める。

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・言葉には、認識や思考を支える
はたらきがあることを理解する。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
・比喩などの修辞について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。
・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の
主張との関係を理解しようとしている。

16

1



３
学
期

○ ○ ○ 〇 〇 〇

105

２
学
期

確認テスト⑤
〇 〇 1

20

確認テスト④ ○ ○ 1

Ｅ　人はなぜ仕事をするのか
　
本文で使われている「パス」という言葉
の意味を考え、筆者が述べる仕事の本質
について考察する。

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・言葉には、認識や思考を支える
はたらきがあることを理解する。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
・比喩などの修辞について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。
・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の
主張との関係を理解しようとしている。

合計



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年用） 地理総合
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

10〇

自然災害と人々の生活への影響を理
解し、持続可能な地域づくりのあり
方について考察する

【持続可能な地域づくりと私たち】
①自然環境と防災
・日本の自然環境の特色
・さまざまな自然災害と防災
・テーマ学習
「ハザードマップを作ろう」

地域調査の手順や手法を理解し、身
近な地域における調査・発表を実践
する

②生活圏の調査と地域の展望
・地域調査
・地域の課題
・テーマ学習
「住んでいる街を調査しよう」

【知識・技能】
地図や統計などの諸資料について、有用な情報
を選択して読み取り、図表にまとめたりしてい
る
【思考・判断・表現】
身近な地域の特徴を明らかにするために、意欲
的に地域調査に取り組もうとしている
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な地域の特徴を明らかにするために、意欲
的に地域調査に取り組もうとしている

〇 〇

【知識・技能】
日本列島の自然環境、大きな被害をもたらす自
然災害について、基礎的な事象についての知識
を身につけている
【思考・判断・表現】
日本列島のさまざまな自然災害と防災対策につ
いて、地域性や日常生活との関連をふまえて多
面的・多角的に考察することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
日本列島の自然災害と防災に対する関心と課題
意識を高め、それを意欲的に追究し、とらえよ
うとしている

10

〇

○ ○

〇

10

〇 10

10

〇 〇

〇

指導項目・内容 評価規準 知 思

年間指導計画

（４組：　中竹）

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関する事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察し、社会に見られる
今日的な課題の解決に向けての構想力、考察、構想したことを効果的に説明したり、議論したりする力
を養う。

地理や歴史に関する諸事象について、よりよい社会の実現に向けて課題を主体的に解決しようとする態
度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が
国の国土や歴史に対する深い理解、他国や多文化主義の考え方を尊重することなどの自覚を深める。

地理に関する基礎的な知識を習得する
学んだ内容を日常生活で活用する技能を身につ
ける

資料を読み取り、地理的事象について考察す
ることができる
学んだ知識を活用し、その内容を表現する能
力を身につける

地理的事象に興味・関心を持ち、主体的に学
習する姿勢を身につける
他者と協働する能力を身につける

単元の具体的な指導目標

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『地理総合』東京書籍　『基本地図帳　改訂版』山川出版

地理歴史科

地理歴史科
地理歴史科 地理総合 2

（１組：西） （２組：西） （３組：　中竹）

１
学
期

２
学
期

【知識・技能】
地図についての基礎的な事柄を理解し、その知
識を身につけている
【思考・判断・表現】
さまざまな統計数値を、適切な主題図で表現し
ている
GISを操作し、計測結果を表示している
【主体的に学習に取り組む態度】
アナログやデジタル地図の両方について関心を
高め、作業を行うことができる

生活文化の多様性・自然環境と人々
の関連について理解する
生活文化の変容と影響について考察
する

【国際理解と国際協力】
①人々の生活文化と多様な地理的環
境
・生活文化の多様性と国際理解
・生活文化と自然環境①地形
・生活文化と自然環境②気候
・生活文化と産業
・テーマ学習
「自分の行きたい国を調べよう」

【知識・技能】
世界にみられる多様な文化について、基礎的な
事象と追究の方法を理解し、その知識を身につ
けている
【思考・判断・表現】
文化の違いがなぜ生じるかということについ
て、多面的・多角的に考察し、その結果を適切
に表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
文化の多様性と他文化への理解や共存に関して
関心と課題意識を高め、それらを意欲的に追究
し，とらえようとしている

現代社会における国家間の結び付き
を理解する
グローバル化の意義・課題について
考察する

③資料から読み取る現代社会
・交通の発達
・情報通信の発達
・国境をこえる人々の移動
・つながる世界，多極化する世界

【知識・技能】
交通・通信技術の発展と国境をこえたさまざま
な結び付きを理解し、その知識を身に付けてい
る
【思考・判断・表現】
グローバル化について、地域性や日常生活との
関連をふまえて多面的・多角的に考察し、その
結果を適切に表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
グローバル化の進む現代世界について、関心と
課題意識を高め意欲的に追究しようとしている

地球的課題について理解を深め、解
決や改善に向けた取り組みを考察す
る

②さまざまな地球的課題と国際協力
・地球環境問題
・資源エネルギー問題
・人口問題
・食料問題

【知識・技能】
地球的課題について、それぞれの基礎的な事象
を理解し、その知識を身につけている
【思考・判断・表現】
地球的な課題について、地域性や日常生活との
関連、現代社会の特徴をふまえて多面的・多角
的に考察し、その結果を適切に表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
地球的課題に対する関心を高め、それらを意欲
的に探究し、とらえようとしている

地理総合

３
学
期

10

態
配当
時数

地理学習の基礎的な知識・技能を身
につける
国際社会に生きる日本人としての自
覚を深める

【地図や地理情報システムでとらえ
る現代社会】
①私たちが暮らす世界
・緯度･経度
・時差
・地球儀と世界地図
・日本の位置と領域

【知識・技能】
各地図の特徴・見方・用途、日本の位置や領域
についての基本的な知識を身につけている
【思考・判断・表現】
地球上の位置に関する事象について、多面的・
多角的に考察し，その結果を適切に表現してい
る
【主体的に学習に取り組む態度】
地球上の位置に関する事象に対する関心と課題
意識を高め、意欲的に探究しようとしている

○ ○ 10

○ ○

地図の基礎的な知識を身につける
地図活用能力を向上させる
GISを理解し、活用能力を向上させる

②地図や地理情報システムの役割
・地図の種類
・地形図のルール
・主題図の種類と読み取り
・地理情報システムと地図
・テーマ学習
「今昔マップonthewebを使って
　比較してみよう」



70

10〇

合計

地域調査の手順や手法を理解し、身
近な地域における調査・発表を実践
する

②生活圏の調査と地域の展望
・地域調査
・地域の課題
・テーマ学習
「住んでいる街を調査しよう」

【知識・技能】
地図や統計などの諸資料について、有用な情報
を選択して読み取り、図表にまとめたりしてい
る
【思考・判断・表現】
身近な地域の特徴を明らかにするために、意欲
的に地域調査に取り組もうとしている
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な地域の特徴を明らかにするために、意欲
的に地域調査に取り組もうとしている

〇 〇

３
学
期



年間授業計画　

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項
２章　２次関数
　１節　２次関数とそのグラフ
　２節　２次関数の値の変化

・教材
　　CATCH
　　プリント

【知識及び技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴について
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・2次関数の式とグラフとの関係について，コ
ンピュータなどの情報機器を用いてグラフをか
くなどして多面的に考察することができる。
 【学びに向かう力、人間性等】
・授業に臨む姿勢・問題に取り組む姿勢
・事象を2次関数の考えを用いて考察するよさ
を認識し，問題解決にそれらを活用しようとし
たり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。

○ ○

確認テスト④

確認テスト② 〇 〇

１
学
期

・指導事項
１章　数と式
　１節　式の計算
　２節　実数
　３節　方程式と不等式
・教材
　　CATCH
　　プリント

【知識・技能】
・二次の式を中心に，式を適切に計算すること
ができる。
【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，すでに学習した計算の
方法と関連付けて，式を多面的にとらえたり目
的に応じて適切に変形したりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業に臨む姿勢・問題に取り組む姿勢
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさを
認識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。

【知識及び技能】
・整数・分数の計算を通して、計算の
方法を復習し習熟を高める。
【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，すでに学習し
た計算の方法と関連付けて考えたりす
ることができる力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・式の処理が確実にできるよう，粘り
強く取り組む姿勢を養う。

・指導事項
学びなおし（復習）
　　正負の数の加減乗除
　　分数の計算
　　文字式の表し方
・教材：プリント

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・指導事項
３章　三角比
　１節　鋭角の三角比
　２節　三角比の応用
・教材
　　CATCH
　　プリント

【知識及び技能】
・式の適切な計算方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，すでに学習し
た計算の方法と関連付けて，式を多面
的にとらえたり目的に応じて適切に変
形したりすることができる力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察す
るよさを認識し，問題解決にそれらを
活用しようとしたり，粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しようとしたり
する態度を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

22

配当
時数

【知識・技能】
　・基礎的な計算ができる。
【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，すでに学習した計算
の方法と関連付けて考えたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・式の処理が確実にできるよう，粘り強く取
り組むことができる。
・授業に臨む姿勢・問題に取り組む姿勢

○ ○ ○ 18

評価規準 知 思

22

態

18

1

1

【知識及び技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係について理
解している。
・正弦定理や余弦定理について三角形の決定
条件や三平方の定理と関連付けて理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用いて
表現し，定理や公式として導くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に臨む姿勢・問題に取り組む姿勢
・事象を図形と計量の考えを用いて考察する
よさを認識し，問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。

○ ○

集合と命題
【知識及び技能】
基本的な集合と命題の概念を理解す
る
【思考力、判断力、表現力等】
物事を多面的にみたり目的に応じて
適切に変形する力を習得する
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数学を用いて考察するよさ
を認識し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考え数学
的論拠に基づき判断しようとする。

・指導事項
４章　集合と論証
　１節　集合と論証
・教材
　　CATCH
　　プリント

1

1確認テスト①

○ ○

○ ○ ○

〇 〇

〇 〇

【知識及び技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・2次関数の式とグラフとの関係につい
て，コンピュータなどの情報機器を用
いてグラフをかくなどして多面的に考
察する。
 【学びに向かう力、人間性等】
・事象を2次関数の考えを用いて考察す
るよさを認識し，問題解決にそれらを
活用しようとしたり，粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しようとする。

○

【知識及び技能】
　・鋭角の三角比の意味と相互関係に
ついて理解する。
・正弦定理や余弦定理について三角形
の決定条件や三平方の定理と関連付け
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・図形の構成要素間の関係を三角比を
用いて表現し，定理や公式として導
く。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を図形と計量の考えを用いて考
察するよさを認識し，問題解決にそれ
らを活用しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようとす
る。

数学 数学Ⅰ

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したり
する力，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決
したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したり
する力を養う。

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

中島・松井

数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

[改訂版]東京書籍　数学Ⅰ　Essence

数学

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明
瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

集合と命題
【知識及び技能】
基本的な概念を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
物事を多面的にみたり目的に応じて適切に変形
する力を習得している。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数学を用いて考察するよさを認識し，
問題解決にそれらを活用しようとしたり，粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断しようとして
いる。

〇 〇 〇 10

３
学
期

２
学
期

確認テスト③



集合と命題
【知識及び技能】
基本的な集合と命題の概念を理解す
る
【思考力、判断力、表現力等】
物事を多面的にみたり目的に応じて
適切に変形する力を習得する
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数学を用いて考察するよさ
を認識し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考え数学
的論拠に基づき判断しようとする。

・指導事項
４章　集合と論証
　１節　集合と論証
・教材
　　CATCH
　　プリント

集合と命題
【知識及び技能】
基本的な概念を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
物事を多面的にみたり目的に応じて適切に変形
する力を習得している。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数学を用いて考察するよさを認識し，
問題解決にそれらを活用しようとしたり，粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断しようとして
いる。

〇 〇 〇 10

３
学
期

【知識及び技能】
・データを表やグラフに整理したり，基本的な
統計量を求めたりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・データの散らばり具合や傾向を表やグラフ等
を用いて表現する方法を考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をデータの分析の考えを用いて考察する
よさを認識し，問題解決にそれらを活用した
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。

・指導事項
５章　データの分析
　１節　データの分析
・教材
　　CATCH
　　プリント

【知識及び技能】
・データを表やグラフに整理した
り，基本的な統計量を求めたりする
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・データの散らばり具合や傾向を表
やグラフ等を用いて表現する方法を
考察させる力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をデータの分析の考えを用い
て考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用したり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようと
したりする態度を養う。

105

合計

1

〇

〇〇確認テスト⑤

10〇〇



年間授業計画　

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA

・DNAの構造や性質を，研究史を展
開しながら理解させる。
・DNA，遺伝子，ゲノムの関係性を
理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に，複製さ
れ質・量ともに均等に分配される
ことにより遺伝情報が伝えられる
ことを理解させる。
・DNAの複製・分裂は細胞周期にあ
わせて行われることを理解させ
る。

・DNAが二重らせん構造であること，そのため，2
本鎖の塩基配列は相補的であることを理解してい
る。
・ゲノム，遺伝子，染色体，DNAの関係を理解し
ている。
・体細胞分裂が行われる際に，遺伝情報の同一性
が保たれることを理解している。
（確認テスト）

〇

10

・資料に基づき，DNAの構造を科学的に見いだ
すことができる。
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明する
ことができる。
（発問評価・課題提出）

〇

理科 生物基礎

・呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を，関
連づけて考察し，それを表現できる。
（課題提出）
・カタラーゼを用いた実験から，酵素の作用と作
用する物質の関係について結果を導き出すことが
できる。
（ワークシート）

〇

・生命活動に必要なエネルギーを，呼吸や光
合成から得ていることを理解している。
・生体内で行われる化学反応は，酵素が触媒
していることを理解している。
（確認テスト）

〇

生物や生物現象に対して主体的に関わり，それらに対す
る気付きから課題を設定し解決しようとする態度など，
科学的に探究しようとする態度が養われている。その
際，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度が養
われている。

態

12

第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共通性

・様々な生物の比較に基づいて，
生物は多様でありながら共通性を
もっていることを見いだして理解
する。
・生物が共通性を保ちながら進化
し多様化してきたこと，共通性は
起源の共有に由来することを理解
させる。
・生物に共通する性質は細胞であ
ることを理解させる。また，細胞
にも原核細胞と真核細胞があるこ
とを細胞の内部構造とともに理解
させる。

12

高等学校 令和8年度（1学年用） 教科

・生物の共通性を，実験や観察を通して見い
だし，理解しようとする。
・原核細胞と真核細胞について，その細胞に
含まれる細胞小器官を基に，違いを理解しよ
うとする。
（発問評価・授業態度）

・資料や実験をもとに，生物に共通する性質
を見いだし表現することができる。
・細胞が生物の基本構造であることを，生物
学的な視点から考察することができる。
（発問評価・課題提出）

配当
時数

１
学
期

・生物の共通性と多様性について，すべての
生物で細胞が共通の構造であることを理解し
ている。
・原核細胞と真核細胞の違いについて，それ
らの細胞に含まれる細胞小器官の違いととも
に理解している。
（確認テスト）
・試料の採取，染色などを行い，光学顕微鏡
で観察する技能を習得している。
・生物の組織からDNAを抽出する技能を習得し
ている。
（実験評価)

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

・資料に基づいて，生命活動にエネルギーが
必要であることを理解しようとする。また，
呼吸や光合成から得ていることを理解しよう
とする。
・体内で行われる化学反応は，酵素が関わっ
ていることを理解しようとする。
（ワークシート）

〇

〇

〇

・生命活動に必要なエネルギーと
代謝について理解させる。その
際，呼吸と光合成の概要を扱う。
・代謝の反応が行われるときに，
酵素がどのように関与しているの
か理解させる。
・光合成や呼吸がATPを合成する反
応であることを理解させる。

（1組：谷岡・木原）（2組：谷岡・木原）（3組：谷岡・木原）（4組：谷岡・木原）

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象
についての観察，実験などを行うことを通して，生物や
生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解する
とともに，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本的な技能が身に付いている。

生物や生物現象を対象に，探究の過程を通して，問題を
見いだすための観察，情報の収集，仮説の設定，実験の
計画，実験による検証，調査，データの分析・解釈，推
論などの探究の方法が習得できている。また，報告書を
作成したり発表したりして，科学的に探究する力が育ま
れている。

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生基007-902 「高校生物基礎　visual」　実教出版

理科

観察，実験などを行い，探究の過程を通して，情報の収集，仮説の設定，実験の計画，実験による検証，実験データの分析・解
釈，報告書の作成や発表などの探究の方法を習得し，科学的に探究する力を身に付けている。

物質とその変化に主体的に関わり，主体的に探究しようとする態度を身に付けている。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】
日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】



3節　免疫 ・ヒトには異物を排除する防御機
構が備わっていることを見いだし
て理解させる。
・病原体の侵入を防ぐための，異
物を認識し，排除するしくみを理
解させる。
・免疫のしくみの概要を取り上
げ，体液性免疫や細胞性免疫につ
いて理解させる。
・一次応答と二次応答の違いを理
解させ，同じ疾患に二度かかりに
くい理由を考察させる。
・ヒトの身近な免疫疾患について
理解させる。

・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解
している。
・免疫の医療への応用やヒトの免疫疾患について理
解している。
（確認テスト）

〇

・資料に基づいて，異物を排除する防御機構
が備わっていることを見出して理解すること
ができる。
・病原体を認識・排除する機構のしくみを体
系的に考察し，表現することができる。
・ヒトの免疫疾患について，身近な例をもと
に説明することができる。
（確認テスト・課題提出）

〇

・病原体などの異物を認識・排除するしくみ
を理解しようとする。
（ワークシート・授業態度） 〇

2節　遺伝情報とタンパク質の合成

〇

・外界の環境が変化しても，体内環境は一定
の範囲に保たれていることを理解しようとす
る。
（ワークシート・授業態度）

6

〇

6

・DNAの塩基配列の情報に基づいて，タンパク
質が合成されることを理解しようとする。
（ワークシート）

〇

8

・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成
される過程を体系的に考察し，表現できる。
（確認テスト・ワークシート）

〇

・DNAの塩基配列に基づいて，タンパク質が合
成されることを理解している。
・遺伝子の発現について理解し，細胞ごとに
特定の遺伝子が発現することを理解する。
（確認テスト）
・試料の採取，染色などを行い，光学顕微鏡
で観察する技能を習得している。
（実験評価）

〇

・資料に基づいて，植生が変化する要因を見
出し，その要因が植生にどのように影響する
かを理解しようとする。
・地球上にはさまざまなバイオームが成立し
ていることを理解しようとする。
（ワークシート・授業態度）

２
学
期

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA

・DNAの構造や性質を，研究史を展
開しながら理解させる。
・DNA，遺伝子，ゲノムの関係性を
理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に，複製さ
れ質・量ともに均等に分配される
ことにより遺伝情報が伝えられる
ことを理解させる。
・DNAの複製・分裂は細胞周期にあ
わせて行われることを理解させ
る。

10

・資料に基づき，DNAの構造を科学的に見いだ
すことができる。
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明する
ことができる。
（発問評価・課題提出）

〇

・DNAの性質や構造を，DNAの研究史とともに理解
しようとする。
・ゲノムと遺伝子，染色体，DNAの関係について
理解しようとする。
・細胞分裂の際に，DNAの塩基配列が正確に複製
されるしくみを見いだし，理解しようとする。
（ワークシート）

〇

第3章　ヒトのからだの調節
　1節　体内環境

・動物が体内環境をもち，外界か
らの影響を適切に調節しているこ
とを理解させる。
・恒常性により，体内環境が保た
れていることを理解させる。
・体液を調節することで，体内環
境が保たれていることを理解させ
る。

・体内環境が一定の範囲に保たれることとその意
味を理解している。
・腎臓での塩類濃度の調節や，肝臓による物質の
合成・分解などのしくみを理解している。
（確認テスト）

〇

・腎臓の働きについて体系的に理解し，ろ
過・再吸収のしくみを説明することができ
る。
（確認テスト・課題提出）

・さまざまな生命現象にはタンパ
ク質が関わっていることに触れ，
それらタンパク質がDNAの遺伝情報
に基づいて合成されることを理解
させる。
・DNAからタンパク質が合成される
際には，転写・翻訳が行われるこ
とを理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内でつね
に発現しているわけではないこと
を理解させる。

３
学
期

・資料に基づいて，遷移の要因を見出して理
解することができる。
・植生の遷移が，光環境や土壌の変化によっ
てどのように進むかを説明できる。
・気温や降水量によって成立するバイオーム
が異なるのは，バイオームを構成する植物種
がその場所の気温や降水量に適応しているた
めであると考察し，それを表現することがで
きる。
（確認テスト・課題提出）

〇

・陸上には，森林・草原・砂漠などの多くの
植生がみられ，植物をとり巻く環境や構成種
により植生が変わっていくことを理解してい
る。
・植生の遷移についてその過程を理解してい
る。
・地球上には，気温や降水量ごとにさまざま
なバイオームが成立していることを理解して
いる。
（確認テスト）

〇

〇

・生物は環境からの影響を受けな
がら存在し，生態系には多様な生
物が存在することを理解させる。
・植生は不変ではなく，光の量や
植生をとり巻く環境から影響を受
けて変化していくことを理解させ
る。
・植生内の光環境の変化や土壌の
発達によって遷移が進行すること
を理解させる。
・気温や降水量の違いにより，地
球上には多くのバイオームが成立
していることを理解させる。
・遷移の結果として森林・草原・
荒原のバイオームとなることを理
解させる。

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　生態系とその成り立ち
　2節　植生とバイオーム

16



6

・資料に基づいて，植生が変化する要因を見
出し，その要因が植生にどのように影響する
かを理解しようとする。
・地球上にはさまざまなバイオームが成立し
ていることを理解しようとする。
（ワークシート・授業態度）

３
学
期

〇

・生物は環境からの影響を受けな
がら存在し，生態系には多様な生
物が存在することを理解させる。
・植生は不変ではなく，光の量や
植生をとり巻く環境から影響を受
けて変化していくことを理解させ
る。
・植生内の光環境の変化や土壌の
発達によって遷移が進行すること
を理解させる。
・気温や降水量の違いにより，地
球上には多くのバイオームが成立
していることを理解させる。
・遷移の結果として森林・草原・
荒原のバイオームとなることを理
解させる。

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　生態系とその成り立ち
　2節　植生とバイオーム

合計

70



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

E 単元「球技」
【知識及び技能】
勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜び
を味わい、技術などの名称や行い方、体
力の高め方、課題解決の方法、競技会の
仕方などを理解するとともに、作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めのチームや自己の課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに、自己やチームの考え
たことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに、フェ
アなプレイを大切にしようとすること、
合意形成に貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること、互いに助け合い高め
合おうとすることなどや、健康•安全を確
保すること。

「バスケットボール」
「バドミントン」

【知識・技能】
・技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解
決の方法、競技会の仕方などを理解している。
・「ネット型」：①ボールを相手側のコートの空い
た場所に打つ返すことができる。②ラリーの中で、
味方の動きに合わせてコート上の空いている場所を
カバーすることができる。
・「ゴール型」：①ボールをコントロールしてパス
やシュートができる。②空間を作り出すための動き
をすることができる。
【思考・判断・表現】
•選択した運動について、チームや自己の動きを分析
して、良い点や修正点を指摘すること。
•課題解決の過程を踏まえて、チームや自己の新たな
課題を発見すること。
•練習やゲームの場面で、チームや自己の危険を回避
するための活動の仕方を提案すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
•フェアなプレイを大切にしようとすること。
•作戦などを話し合う場面で、合意形成に貢献しよう
とすること。
•一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること。

○ ○ ○ 24

【知識及び技能】
・スポーツは、人類の歴史とともに始まり、その理
念が時代に応じて多様に変容してきていることを理
解する。また、我が国から世界に普及し、発展して
いるスポーツがあることを理解する。
・現代のスポーツは、オリンピックやパラリンピッ
ク等の国際大会を通して、国際親善や世界平和に大
きな役割を果たし、共生社会の実現にも寄与してい
ることを理解する。また、ドーピングは、フェアプ
レイの精神に反するなど、能力の限界に挑戦するス
ポーツの文化的価値を失わせることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの歴史的発展と多様な変化や現代のス
ポーツの意義や価値について、事実や理念を整理し
たり、自己のスポーツへの関わりを見いだしたりし
て、自己や社会にスポーツがもたらす影響について
課題を発見する。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展につ
いての学習に、自主的に取り組もうとする。

「スポーツの歴史的発展と多様な変化」
「現代のスポーツの意義や価値」
・視聴覚教材活用

H 単元「体育理論」
【知識及び技能】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展について、課題を発見し、よりよ
い解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展についての学習に自主的に取り組
むこと。

3○○○

A 単元「体つくり運動」
【知識及び技能】
体を動かす楽しさや心地よさを味わい、
運動を継続する意義、体の構造、運動の
原則などを理解するとともに、健康の保
持増進や体力の向上を目指し、目的に適
した運動の計画を立て取り組める力を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し、合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫する
とともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、互いの助け
合いを教え合おうとすることと、一人一
人の違いに応じた動きなどを大切にしよ
うとすること、話し合いに貢献しようと
することなどや、健康・安全を確保する
態度を養う。

「縄跳び」
・ダブルダッチ
・大縄跳び

「体力テスト」
・５０ｍ走
・握力
・上体起こし
・長座体前屈
・反復横跳び
・立ち幅跳び
・ハンドボール投げ
・２０ｍシャトルラン

【知識・技能】
・定期的・計画的に運動を継続することは、心身の
健康、健康や体力の保持増進につながる意義がある
ことを理解している。
・のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行
うことを通して、気付いたり関わったりすることが
できる。
【思考・判断・表現】
・ねらいや体力の程度を踏まえ、自己や仲間の課題
に応じた強度、時間、回数、頻度を設定している。
・課題を解決するために仲間と話し合う場面で、合
意形成するための関わり方を見つけ、仲間に伝える
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
としている。
・仲間の課題を伝え合うなど、互いに助け合い教え
合おうとしている。

○ ○ ○ 15

E 単元「球技」
【知識及び技能】
勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜び
を味わい、技術などの名称や行い方、体
力の高め方、課題解決の方法、競技会の
仕方などを理解するとともに、作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めのチームや自己の課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに、自己やチームの考え
たことを他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに、フェ
アなプレイを大切にしようとすること、
合意形成に貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること、互いに助け合い高め
合おうとすることなどや、健康•安全を確
保すること。

「バレーボール」 【知識・技能】
・技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解
決の方法、競技会の仕方などを理解している。
・「ネット型」：状況に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによって空間を作り出
すなどの攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】
•選択した運動について、チームや自己の動きを分析
して、良い点や修正点を指摘すること。
•課題解決の過程を踏まえて、チームや自己の新たな
課題を発見すること。
•練習やゲームの場面で、チームや自己の危険を回避
するための活動の仕方を提案すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
•フェアなプレイを大切にしようとすること。
•作戦などを話し合う場面で、合意形成に貢献しよう
とすること。
•一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること。

○ ○ ○ 15

保健体育

運動や健康について課題を発見し、解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

（1組：大村・山内）（2組：大村･山内） （3組：大村・山内）（4組：大村･髙塚・山内）

保健体育 体育 2

評価規準 知 思 態

保健体育 体育

運動の特性に応じた技能等及び健康安全についての理解と技能を身に付ける。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

運動の経験を通して、互いに協力したり参画
したりする意欲を育てる。安全を確保して、
生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の実践を通して、運動のたのしさや喜びを
味わい、生涯にわたって運動を継続できるよう
にするため体力や技能を身に付けるようにす
る。

生涯にわたって運動を継続するための課題を
発見し、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、考えたことを他者に伝える力を
養う。

現代高等保健体育　改訂版　大修館書店

２
学
期

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容



C 単元「陸上」
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法などを理解するとと
もに、各種目特有の技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方
を工夫するとともに、自己の考えたこと
を他者に伝える力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め、ルールやマナーを大切
にしようとすること、自己の責任を果た
そうとすること、一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、健康・安全を確保する能力を身
に付ける。

「長距離走」
・学習カード活用

【知識・技能】
・各種目で用いられる技術の名称があり、それぞれ
の技術には、記録向上につながる重要な動きのポイ
ントがあることを理解している。
・自己の体力や技能の程度に合ったペースを維持し
て走ることができる。
【思考・判断・表現】
・合理的な動きと自己や仲間の動きを比較して、成
果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝える
ことができる。
・ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする
場面でよりよいマナーや行為について、自己の活動
を振り返ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとしている。
・勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大
切にしようとしている。

○ ○ ○ 10

【知識及び技能】
・スポーツは、人類の歴史とともに始まり、その理
念が時代に応じて多様に変容してきていることを理
解する。また、我が国から世界に普及し、発展して
いるスポーツがあることを理解する。
・現代のスポーツは、オリンピックやパラリンピッ
ク等の国際大会を通して、国際親善や世界平和に大
きな役割を果たし、共生社会の実現にも寄与してい
ることを理解する。また、ドーピングは、フェアプ
レイの精神に反するなど、能力の限界に挑戦するス
ポーツの文化的価値を失わせることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの歴史的発展と多様な変化や現代のス
ポーツの意義や価値について、事実や理念を整理し
たり、自己のスポーツへの関わりを見いだしたりし
て、自己や社会にスポーツがもたらす影響について
課題を発見する。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展につ
いての学習に、自主的に取り組もうとする。

「スポーツの歴史的発展と多様な変化」
「現代のスポーツの意義や価値」
・視聴覚教材活用

H 単元「体育理論」
【知識及び技能】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展について、課題を発見し、よりよ
い解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展についての学習に自主的に取り組
むこと。

3○○○

○

3

合計

70

３
学
期

２
学
期

H 単元「体育理論」
【知識及び技能】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展について、課題を発見し、よりよ
い解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツ
の発展についての学習に自主的に取り組
むこと。

「スポーツの経済的効果と高潔さ」
「スポーツが環境や社会にもたらす影
響」
・視聴覚教材活用

【知識及び技能】
・現代のスポーツは、経済的な波及効果があり、ス
ポーツ産業が経済の中で大きな影響を及ぼしている
ことを理解する。また、スポーツの経済的な波及効
果が高まるにつれ、スポーツの高潔さなどが一層求
められることを理解する。
・スポーツを行う際は、スポーツが環境や社会にも
たらす影響を考慮し、多様性への理解や持続可能な
社会の実現に寄与する責任ある行動が求められるこ
とを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの歴史的発展と多様な変化や現代のス
ポーツの意義や価値について、事実や理念を整理し
たり、自己のスポーツへの関わりを見いだしたりし
て、自己や社会にスポーツがもたらす影響について
課題を発見する。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展につ
いての学習に、自主的に取り組もうとする。

○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、目的や状況に応じて他者に伝え
る力を養う。

現代高等保健体育 改訂版　大修館書店

保健体育

運動や健康について課題を発見し、解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、活力ある生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

３
学
期

確認テスト

運動の特性に応じた技能等及び健康安全についての理解と技能を身に付ける。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健

（１組：大村　） （２組：山内　） （３組：山内　） （４組：大村　）

２
学
期

【知識・技能】
　現代社会と健康について、健康を保持増進するた
めの課題の解決に役立つ自らの健康を適切に管理す
ること及び環境を改善していくための基礎的な事項
を理解することができる。
【思考・判断・表現】
　現代社会と健康について、健康を保持増進するた
めの課題の解決を目指して、知識を活用した学習活
動などにより、総合的に考え、判断し、それらを表
現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　現代社会と健康について、健康を保持増進するた
めには、自らの健康を適切に管理すること及び環境
を改善していくことが重要であることに関心をも
ち、学習活動に意欲的に取組もうとしている。

〇指導事項
・健康の考え方と成り立ち
・私たちの健康のすがた
・生活習慣病の予防と回復
・がんの原因と予防
・がんの治療と回復
・運動と健康
・食事と健康
・休養・睡眠と健康

〇教材
・『現代高等保健体育』
　（大修館書店）
・プレゼンテーションソフト

A 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
　現代社会と健康について、健康を保持
増進するための課題の解決に役立つ自ら
の健康を適切に管理すること及び環境を
改善していくための基礎的な事項を理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について、健康を保持
増進するための課題の解決を目指して、
知識を活用した学習活動などにより、総
合的に考え、判断し、それらを表現させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代社会と健康について、健康を保持
増進するためには、自らの健康を適切に
管理すること及び環境を改善していくこ
とが重要であることに関心をもち、学習
活動に意欲的に取組もうとする態度を身
に付けさせる。

10○○○

○ ○ 1

B 単元　安全な社会生活
【知識及び技能】
　安全な社会生活について理解を深める
とともに、応急手当を適切にする。
【思考力、判断力、表現力等】
　安全な社会生活について、安全に関す
る原則や概念に着目して危険の予測やそ
の回避の方法を考え、それらを表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　安全な社会生活について理解を深める
とともに、応急手当を適切にすることに
関心をもち、学習活動に意欲的に取組も
うとする態度を身に付ける。

6

【知識・技能】
　現代社会と健康について、健康を保持増進するた
めの課題の解決に役立つ自らの健康を適切に管理す
ること及び環境を改善していくための基礎的な事項
を理解することができる。
【思考・判断・表現】
　現代社会と健康について、健康を保持増進するた
めの課題の解決を目指して、知識を活用した学習活
動などにより、総合的に考え、判断し、それらを表
現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　現代社会と健康について、健康を保持増進するた
めには、自らの健康を適切に管理すること及び環境
を改善していくことが重要であることに関心をも
ち、学習活動に意欲的に取組もうとしている。

〇指導事項
・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・精神疾患の特徴
・精神疾患の予防
・精神疾患からの回復
・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症・エイズとその予防
・健康に関する意思決定・行動
　選択
・健康に関する環境づくり

〇教材
・『現代高等保健体育』
　（大修館書店）
・プレゼンテーションソフト

A 単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
　現代社会と健康について、健康を保持
増進するための課題の解決に役立つ自ら
の健康を適切に管理すること及び環境を
改善していくための基礎的な事項を理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について、健康を保持
増進するための課題の解決を目指して、
知識を活用した学習活動などにより、総
合的に考え、判断し、それらを表現させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代社会と健康について、健康を保持
増進するためには、自らの健康を適切に
管理すること及び環境を改善していくこ
とが重要であることに関心をもち、学習
活動に意欲的に取組もうとする態度を身
に付けさせる。

○○○ 16

確認テスト
○ ○ 1

○○○

【知識・技能】
　安全な社会生活について理解を深めるとともに、
応急手当を適切にすることができる。
【思考・判断・表現】
　安全な社会生活について、安全に関する原則や概
念に着目して危険の予測やその回避の方法を考え、
それらを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　安全な社会生活について理解を深めるとともに、
応急手当を適切にすることに関心をもち、学習活動
に意欲的に取組もうとしている。

〇指導事項
・事故の現状と発生要因
・安全な社会の形成
・交通における安全
・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当
・心肺蘇生法

〇教材
・『現代高等保健体育』
　（大修館書店）
・プレゼンテーションソフト



３
学
期

1
確認テスト

○○ 合計

35



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

音楽Ⅰ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特筆について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

音楽の幅広い活動を通して、生涯に渡り芸術
を愛好する心情を育てるとともに、音楽文化
についての理解を深める。

4

態

配
当
時
数

　

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

合
計

70

6

芸術 音楽Ⅰ 2

6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

音楽の表現方法や形式について幅広く理解し、
必要な技術を身に付けるようにする。

音楽の良さや美しさを味わったり、表現した
りすることができるようにする。

MOUSA1　　教育芸術社

〇 〇 〇

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯に渡り芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め心豊かな生活や社会を創造してゆく力を養う。

ポピュラーソング
【知識及び技能】
リズムや拍の流れを感じ、のびやか
に歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
曲の特徴を感じ取り表現する。
【学びに向かう力、人間性等】いか
に自分らしく、楽しく表現できる
か。

群青
いのちの歌
・親しみのあるポピュラーソング
でクラスの歌声づくりをする。
・歌詞の内容を感じ取って楽しく
歌う。

〇

ボディー・パーカッションに挑戦
【知識及び技能】
基本的なリズム符の復習。
【思考力、判断力、表現力等】手拍
子、足踏みを使いリズム奏をする。
【学びに向かう力、人間性等】各
パートの役割を理解し、互いに拍感
をもってリズム打ちを習得する。

Plymouth Rock
残酷な天使のテーゼ（ﾎﾞｲｽｱﾝｻﾝﾌﾞ
ﾙ）
・拍感をもち曲の流れにのった奏
法ができる。
・自分のパートの役割や構成を捉
え歌うことができる。

〇 〇

4〇 〇 〇

実技テスト
・フレーズが長い曲なので息をしっかり支え
コントロールすることができたか。
・メロディーの美しさを味わいながらレガー
トで歌おうとしているか。

２
学
期

楽器の奏法を身に付け特徴を生かし
て演奏しよう。
【知識及び技能】楽器の奏法を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】テン
ポ、構成など知覚し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
ﾘｽﾞﾑにのってｽﾑｰｽﾞな奏法ができる。

器楽　パーカッション　「ドラ
ム」　　　・ BD、SD、HCを使って
8ビートを刻む。
・ディズニー・アニメ「ﾗﾃﾝ音楽の
旅」
・リズムや旋律の反復、音の重な
りの楽しさを感じ取って演奏す
る。

〇

〇

曲想を感じ取って、ふさわしい発声
法で歌おう【知識及び技能】イタリ
ア語の発音に挑戦。【思考力、判断
力、表現力等】イタリア語のアクセ
ントが旋律とどのように関わるか着
目する。　【学びに向かう力、人間
性等】人々の生活や感情を表したカ
ンツォーネを学ぶ。

イタリア歌曲
Caro mio ben
Ave Maria
・姿勢や身体の使い方、呼吸法、
発声法など取得する。
・イタリア語の発音や曲の盛り上
がりを意識する。
・歌と伴奏の役割を生かす。

〇

情景を描く音楽を味わおう
【知識及び技能】楽曲の歴史的背景
や作曲者について学び、登場人物を
理解する。【思考力、判断力、表現
力等】情景と音楽ののかかわりがど
う表現されているか。【学びに向か
う力、人間性等】国の特徴や文化的
背景を理解する。

鑑賞
組曲「動物の謝肉祭」サンサーン
ス　　　　　　　　　　　　　・
楽曲の背景や音楽を形づくってい
要素について理解する。
戯曲「ペールギュント」グリーク
一人の少年の人生を通して聴きな
じみのある名曲を数々の聴く。

１
学
期

　音楽の授業への導入
【知識及び技能】
　正しい発声を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　姿勢について考え　実践する。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら工夫しながら実践する。

　校歌
・呼吸法や発声法を生かした歌唱
を身に付ける。
・曲と歌詞の内容とのかかわりを
生かした表現。 ○

３
学
期

調和を意識して合唱をしよう。
【知識及び技能】強弱記号や発想記
号に留意する。
【思考力、判断力、表現力等】詩の
内容を理解し、言葉の流れや発音を
大切に歌う。【学びに向かう力、人
間性等】日本語のイントネーション
と旋律の動きを大切に歌う。

混声三部合唱「故郷」
混声三部合唱「AMAGING  GRACE」
・一人一人が主体的に歌い、各
パートの音の重なりを意識する。
・響きあうハーモニーを味わい合
唱の喜びを感受する。

〇

創作・
【知識及び技能】和音、コードの理
解をする。
【思考力、判断力、表現力等】何か
をイメージし音型を探し、曲をつく
る。【学びに向かう力、人間性等】
始まり方、終わり方を工夫しまとま
りのある音楽をつくる。

創作１
・旋律の雰囲気を変化させよう。
創作２
・演奏スタイルを変化させよう。

〇 ○

○

音楽Ⅰ芸術

○

表現

評価規準
鑑
賞

・姿勢や身体の使い方、呼吸法、発声法など
歌唱するための技術を身に付けるようにして
いるか。　　　　　・自分なりのイメージを
もってどのように歌うか　　工夫している
か。

・実技テスト
・姿勢や身体の使い方、呼吸法、発声法など
歌唱するための技術を身に付けるようにして
いるか。　　　　　・自分なりのイメージを
もってどのように歌うか工夫しているか。

実技テスト
・リズムの読譜に関心を持ち、手足を使った
身体表現ができたか。
・よりよいアンサンブルにしようとする意図
をもって取り組んだか。

・実技テスト
・スティック、ペダルを使い簡単な曲に合わ
せて演奏できるようになったか。
・それぞれの楽器の音色や特徴を感じ取り音
楽の楽しさや、面白さを感じ取ることができ
たか。

・場面と音楽の働きが生み出す美しさや面白
さを感じ取り味わっているか。
・作曲者の思いや意図を理解し、楽器の音色
を味わうことができたか。
・また感じとったことを言葉にしたりでき
る。

実技テスト
・各パートの役割を感じ通り正しい音程で歌
うことができる。
・歌詞の内容を表す情景や心情を感じ取り曲
にふさわし表現ができる。

・作品ができたら発表し合い、意見を交換す
ることができる。
・意見を参考に修正し、より良い作品にしよ
うとする。

○

○ ○ ○

（　1・２・３・４組：中嶋　　　　）

10○ ○

17

〇 ○ ○ 17

〇

6

〇 〇



70

３
学
期

創作・
【知識及び技能】和音、コードの理
解をする。
【思考力、判断力、表現力等】何か
をイメージし音型を探し、曲をつく
る。【学びに向かう力、人間性等】
始まり方、終わり方を工夫しまとま
りのある音楽をつくる。

創作１
・旋律の雰囲気を変化させよう。
創作２
・演奏スタイルを変化させよう。

〇 ○ ○

・作品ができたら発表し合い、意見を交換す
ることができる。
・意見を参考に修正し、より良い作品にしよ
うとする。

○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組・～ 4 組

教科担当者：（　１・２・３・４組：　久保　　　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術 2

高校生の美術１  日本文教出版

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
幅広い美術の知識を備え、そこから湧き出て来る豊富なイマジネーションを実現し、それを日常生活に
も活用出来るようにする為の高度な技能を修得する。

美術の授業によって導き出されて来る美意識を高め、その確立された判断基準のもとに思考力を高めよ
り高い表現力を生み出せる様にする。

高い美意識を確立し、それを実現するための強いモチベーションを培い、向上心を持って学びに向かえ
るような素晴らしい人間性を育成する。

美術科

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

２
学
期

知 思 態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

幅広い美術の知識を備え、そこから湧き出て来
る豊富なイマジネーションを実現し、それを日
常生活にも活用出来るようにする為の高度な技
能を修得する。

美術の授業によって導き出されて来る美意識
を高め、その確立された判断基準のもとに思
考力を高め、より高い表現力を生み出せる様
にする。

高い美意識を確立し、それを実現するための
強いモチベーションを培い、向上心を持って
学びに向かえるような素晴らしい人間性を育
成する。

一年間のガイダンス 一年間を通しての美術の授業での
授業方針を示し、芸術の本質論を
提議する。プリントによる自己紹
介や意欲の有無、大小を確認す
る。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 3

ミニチュア壁画づくり 洞窟壁画を自分たちの身の回りの
物や風景をもとに現代風に表現す
る。色鉛筆・サンドペーパー・プ
リント配布・動画視聴

【知識・技能】
有色下地と色鉛筆の効果的な使い方について
理解している。
【思考・判断・表現】
洞窟壁画の成り立ちについて理解し、作品制
作に活かすことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】プリント・
作品の完成度の高さで判断する。

グラフィティアートの文字デザイン 洞窟壁画から現代のグラフィティ
アートへの変遷についての理解
し、立体的な文字デザインを修得
する。
カラーペン、色鉛筆、プリント配
布・動画視聴

○ ○ ○ 4

【知識・技能】
　カラーペン・色鉛筆の使い方、立体的に文
字を描く方法について正しく理解している。
【思考・判断・表現】
美しく構成できている。独創的である。
【主体的に学習に取り組む態度】十分に完成
出来ている。

○ ○ ○ 7

塑像　オリジナルはにわづくり はにわについての知識、立体的に
形を捉える方法について理解を深
め、自分の好きな物をはにわ風に
形作っていく。
粘土・粘土へら・プリント配布・
動画視聴

【知識・技能】
粘土の使い方について正しく理解し、丁寧に
仕上げる。
【思考・判断・表現】
はにわらしさについて考え、発想することが
出来る。独創的である。
【主体的に学習に取り組む態度】十分に完成
出来ている。

曼荼羅アートづくり 自分の日々の心の動きについて考
えたことを曼荼羅風に表現する。
カラーペン、色鉛筆、プリント配
布・動画視聴

【知識・技能】
宗教美術についてを理解を深め、作品制作に
活かす。
【思考・判断・表現】　繰り返す図柄の形と
色を使い分け、複雑に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】十分に完成
出来ている。細部までこだわって仕上げてい
る。

○ ○ ○ 7

キャラクターデザイン
Myご当地ゆるキャラ

親しみやすい現代のキャラクター
デザインについて分析し、自分に
ゆかりのある土地の新しいキャラ
クターを考える。
カラーペン、色鉛筆、ケント紙、
プリント配布・動画視聴

○ ○ ○ 3

【知識・技能】
線や色の描き分けの効果を理解し、デザイン
に役立てる。
【思考・判断・表現】
他人から見て親しみやすいデザインについて
考えられている。独創的である。
【主体的に学習に取り組む態度】十分に完成
出来ている。

プッシュステンド 自分の生活環境の中の一場面をス
テンドグラス風の切り絵で表現す
る。
プッシュステンドキット・カッ
ター

○ ○ ○ 8

【知識・技能】
切り絵の技法とカッターの使用方法を正しく
理解し、丁寧に仕上げる。
【思考・判断・表現】
宗教美術について理解したことをイメージを
取り入れ、作品制作に活かす。
【主体的に学習に取り組む態度】できるだけ
細かい装飾を施し、最後まで美しく仕上げ
る。

多色刷りゴム版画　ミニ浮世絵 浮世絵の多色刷りの技法を理解
し、ゴム版画で人物や風景を表現
する。
ゴム板、ゴム印刀、プリント配
布・動画視聴

【知識・技能】
用具を正しく安全に使用し、作品を丁寧に仕
上げることが出来る。
【思考・判断・表現】
浮世絵について理解したことを発想に取り入
れ、作品制作に活かすことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】慎重に作業
に取り組み、最後まで丁寧に仕上げる。

○ ○ ○ 7



合計

２
学
期

３
学
期

多色刷りゴム版画　ミニ浮世絵 浮世絵の多色刷りの技法を理解
し、ゴム版画で人物や風景を表現
する。
ゴム板、ゴム印刀、プリント配
布・動画視聴

【知識・技能】
用具を正しく安全に使用し、作品を丁寧に仕
上げることが出来る。
【思考・判断・表現】
浮世絵について理解したことを発想に取り入
れ、作品制作に活かすことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】慎重に作業
に取り組み、最後まで丁寧に仕上げる。

○ ○ ○ 7
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○ ○ ○ 11

ドット絵づくり 自分の身の回りの物や好きな物を
デジタルツールを使い、ドット絵
で描く。

【知識・技能】
デジタルツールの使い方を正しく理解し、試
行錯誤を繰り返したり、作業を効率化したり
出来ている。
【思考・判断・表現】
自分の考えた構想に基づき、適切な色や形を
表現することが出来る。
【主体的に学習に取り組む態度】十分に完成
出来ている。より多くの作品を作っている。

○ ○ ○

8

点描による風景制作 点描技法で校内の風景画を描く。
キャンバス、アクリル絵具、プリ
ント配布・動画視聴

【知識・技能】
点描の技法やもたらす効果について理解し、
風景画制作に活かすことができる。
【思考・判断・表現】
より美しく表現するための色の組み合わせを
考え、表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】繰り返す作
業に粘り強く取り組み、完成度を高めること
が出来ている。

【知識・技能】
空気遠近法の技法やもたらす効果について理
解し、表現することができる。
【思考・判断・表現】
より美しく表現するための色の濃さや組み合
わせを考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
遠近を表すためのよりよい色が出るまで取り
組み、完成度を高めることが出来ている。

〇 〇 〇 6

透視図法 一点透視図法・二点透視図法を理
解し、風景の奥行を表現する。
プリント配布・動画視聴

【知識・技能】
透視図法の正しい描き方について理解し、立
体感や奥行を表現できる。
【思考・判断・表現】
二つの描き方を使い分けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
より正確さを求め、完成度を高めようとする
ことが出来ている。

〇 〇 〇 5

空気遠近法 空気遠近法を理解し、色の濃淡で
奥行を表現する。
画用紙・墨汁・プリント配布・動
画視聴



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

15

○

（　1・２・３・４組：　山村　　　）

２
学
期

5.行書の学習・蘭亭序
【知識及び技能】
蘭亭序の鑑賞と臨書を通して行書の基本的な表
現技法を習得する。
【思考力、判断力、表現力など】
字形・用筆の双方から行書の特徴について考
え、理解する。
【学びに向かう力、人間性】
以上の点について、自らの習得度合いについて
的確に評価し、修正しながら学習できる。

・蘭亭序の鑑賞と臨書

・字形・用筆の双方から行書の特徴
について考え、理解する。

○

5

1.学習した楷書の書風、筆遣いを生かして書く
ことができたか。
2.学習した楷書の書風の違いを思い出し、用筆
を工夫して表現できたか。
3.書きたい文字や言葉、どのような書風で表現
したいかを考えられたか。 ○

7.仮名の成立と単体の練習
【知識及び技能】
仮名の起源について知り、字形や用筆について
理解する。仮名の基本的用筆を習得する。
【思考力、判断力、表現力など】
仮名の字源を知り、仮名の字形をよりよく理解
して書くことができる。
【学習に向かう力、人間性】
以上の点について、自らの習得度合いについて
的確に評価し、修正しながら学習できる。

・仮名の起源及び字形や用筆

・仮名に用いる道具の手入れ方法

・仮名の字源を意識することによ
り、仮名の字形をより理解できるよ
うにする。

○

5

2.唐代の楷書
【知識及び技能】
唐の四大家それぞれの書風の違いについて理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
四大家の書の具体的な違いについて言語化で
き、その違いを、多少は毛筆で表現できるよう
努める。
【学びに向かう力、人間性等】
以上の点について、自らの習得度合いについて
的確に評価し、修正しながら学習できる。

・「書風」とは何か
・初唐の三大家の書を比較鑑賞
・書写との筆遣いの違いを知る
・唐の四大家の書の用筆・字形構成
の違い

○

4.楷書の創作
【知識及び技能】
学習した楷書の書風を生かして書くことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
学習した楷書の書風の違いを思い出し、用筆を
工夫して表現できる。
【学びに向かう力、人間性】
書きたい言葉を考え、どのような書風で表現す
るかを考えられる。

・学習した楷書の書風・筆遣いの復
習

・書きたい文字、言葉、書風の構想
と作品制作

3.北魏の楷書
【知識及び技能】
唐代の書との書風の違いを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
唐代の書との具体的な違いについて言語化で
き、
且つ毛筆で表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
以上の点について、自らの習得度合いについて
的確に評価し、修正しながら学習できる。

○ ○

○ ○

・唐の四大家以外の書を鑑賞・臨書

・多様な筆遣いを身につける。

1.唐の四大家の書風の違いについて理解できた
か。
2.四大家の書の具体的な違いについてできる限
り言語化し、毛筆で表現できるよう努力した
か。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自
の修正すべき点に気づき、多少なりとも修正で
きているか。

20○

1.字形・用筆の双方から行書の特徴について理
解できたか。
2.蘭亭序の鑑賞と臨書を通して行書の基本的な
表現技法を習得できたか。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自
の修正すべき点に気づき、多少なりとも修正で
きているか。

○ ○ ○

○ ○ ○ 5

○

1.仮名の起源について知り、字形や用筆について理
解
できたか。仮名の基本的用筆を習得できたか。
2.仮名の字源を知り、仮名の字形をよりよく理解し
て書く
ことができたか。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自の修
正すべき点に気づき、多少なりとも修正できている
か。

○ 5○

○

1.文房四宝の基礎的知識や基本的用筆法を習得
しているか。
2.執筆の際の合理的な姿勢や、自身の書いたも
のについて自ら考え、評価・判断できている
か。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自
の修正すべき点に気づき、多少なりとも修正で
きているか。

○ ○

1.書道概説及び基本点画について
【知識及び技能】
文房四宝の基礎的知識や基本的用筆法を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
執筆の際の合理的な姿勢や、中学書写段階まで
の基本用筆について復習し、考え、意識し実践
する。
【学びに向かう力、人間性等】
以上習得すべき点について、自らの習得度合い
について積極的に考え、修正しながら実践す
る。

・文房四宝の基礎的知識や手入れの
仕方

・中学校書写段階までの基礎的な用
筆の復習

・用筆の際の合理的な姿勢

○

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

・主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわた
り書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、
書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養う。
・自らの学習をできるだけ客観的に評価し、自ら修
正する力を養う。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

思 態

配
当
時
数

評価規準 知単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

○

○ ○

書道Ⅰ芸術
芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・書の表現方法や形式、多様性等について幅広
く理解するとともに書写能力の向上を図り、効
果的に表現するための基礎的な技能を身に付け
るようにする。
・筆の基本的な用い方を習得する。

・書の良さや美しさを感受し、意図に基づいて構想
し表現を工夫したり、書の美を味わいとらえたりす
ることができるようにする。
・感受した書の美しさ・表現の特徴などをできるだ
け言語化し、自らの表現に反映させること。

新編　書道Ⅰ　　大修館書店

芸術

○

1.唐代の書との書風の違いを理解できたか。
2.唐代の書との具体的な違いについてできるだ
け言語化し、毛筆で表現できるよう努力した
か。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自
の修正すべき点に気づき、多少なりとも修正で
きているか。

１
学
期

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

6.行書の学習のまとめ・創作・鑑賞
【知識及び技能】
学習した行書の特徴を生かして書くことができる。
【思考力、判断力、表現力など】
どんな言葉を、どのような表現で書きたいかを考え、
表現することができる。また他者の作品も鑑賞し、言
葉や表現方法について考え言語化する。
【学習に向かう力、人間性】
以上の点について、自らの習得度合いについて的確に
評価し、修正しながら学習できる。

・行書の特徴の復習

・言葉選びと構想及び行書による作
品制作

○ ○

1.学習した行書の書風を生かして書くことができた
か。
2.どんな言葉を、どのような表現で書きたいかを考
え、表現することができたか。また、他者の作品を
鑑賞し、表現について考え、述べることができた
か。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自の修
正すべき点に気づき、多少なりとも修正できている
か。

○
1



○ ○

10.短歌の創作と作品制作
【知識及び技能】
一年間の授業で学習した用筆、表現方法などを
活かして制作する。
【思考力、判断力、表現力など】
自身や身の回りを観照したりしながら、短歌の
題材を探し、短歌・短文を書く。
【学習に向かう力、人間性】
自身や身の回りの環境などについて振り返り、
粘り強く考え、言語化し、表現すること。

２
学
期

・一年間の授業で学習した書風、書
体、用筆、配置等の表現方法の復
習・想起

・題材の見つけ方などについてとも
に考え、短歌・短文を書く ○

３
学
期

8.蓬萊切の臨書
【知識及び技能】
臨書を通して仮名独特の字形、連綿などの用筆
に慣れ、変体仮名について知る。
【思考力、判断力、表現力など】
字源などもふまえ、仮名の字形、用筆の特徴に
ついて考え理解する。
【学習に向かう力、人間性】
以上の点について、自らの習得度合いについて
的確に評価し、修正しながら学習できる。

・蓬莱切の臨書と連綿

・変体仮名の理解

・仮名の字形、用筆の特徴
○

7.仮名の成立と単体の練習
【知識及び技能】
仮名の起源について知り、字形や用筆について
理解する。仮名の基本的用筆を習得する。
【思考力、判断力、表現力など】
仮名の字源を知り、仮名の字形をよりよく理解
して書くことができる。
【学習に向かう力、人間性】
以上の点について、自らの習得度合いについて
的確に評価し、修正しながら学習できる。

・仮名の起源及び字形や用筆

・仮名に用いる道具の手入れ方法

・仮名の字源を意識することによ
り、仮名の字形をより理解できるよ
うにする。

7

合計

70

○

○

○

3

1.仮名の起源について知り、字形や用筆について理
解
できたか。仮名の基本的用筆を習得できたか。
2.仮名の字源を知り、仮名の字形をよりよく理解し
て書く
ことができたか。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自の修
正すべき点に気づき、多少なりとも修正できている
か。

○ 5

5

○

1.臨書を通して仮名独特の字形、連綿などの用
筆に慣れ、変体仮名について知ることができた
か。
2.字源などもふまえ、仮名の字形、用筆の特徴
について考え、理解できたか。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自
の修正すべき点に気づき、多少なりとも修正で
きているか。

○

1.一年間の授業で学習した用筆、表現方法など
を活かして制作できたか。
2.自身や身の回りを観照したりしながら、題材
を探し、短歌・短文を書けたか。
3.自身や身の回りの環境などについて振り返
り、粘り強く考え、言語化し、表現できたか。

○ ○

9.高野切の臨書と散らし書き作品の制作
【知識及び技能】
高野切特有の字形、線質、配置の美しさを知
る。
散らし書きとは何かを知る。
【思考力、判断力、表現力など】
散らし書きについて知り、紙面空間の使い方に
ついて考え、制作する。
【学習に向かう力、人間性】
以上の点について、自らの習得度合いについて
的確に評価し、修正しながら学習できる。

・高野切の臨書と散らし書き

・散らし書きについて知り、紙面空
間の使い方について考え、制作す
る。

○ ○

1.高野切特有の字形、線質、配置の美しさを知
り、また散らし書きとは何かを理解できたか。
2.散らし書きについて知り、紙面空間の使い方
について考え、制作できたか。
3.授業内での取り組みを振り返りながら、各自
の修正すべき点に気づき、多少なりとも修正で
きているか。

○ ○

○

2



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

〇 〇

【教材】
・VISTA English CommunicationⅠ
・オリジナルプリント
・一人１台端末の活用
【指導事項】
・日常生活の身近な単語
・５W1Hを使った日常生活の身近な話題
・日常的なYes/No疑問文
・月、日付、曜日、天気
・Classroom English
・ピクトグラムが国際社会で果たす重要
な役割について
・海外の歌
・動名詞を活用した趣味の紹介
・不規則動詞
・動名詞

〇 〇 〇

○○

〇 〇

指導項目・内容

○

○ ○

○

〇 〇

〇

思

○

Lesson3　Capsule Toys

Lesson2　Soy Meat

聞①日常生活の身近な単語を聞いて理解することができる（例dog, eat,
happy）
聞②日常生活の身近な数字を聞き取ることができる（電話番号、時間、年
齢など）
聞③Classroon Englishなど簡単な指示を聞いてその意味を理解することで
きる（例open your book)
聞④教科書の内容を聞き取ることができる。
読①日常生活の身近な単語を読むことができる
読②日常生活の身近な数字を読むことができる
読③Classroon Englishなど簡単な指示を理解することできる（例open
your book)
読④教科書の内容を理解することができる。
話①日常生活の身近な単語を話すことができる
話②日常生活の身近な数字を話すことができる（電話番号、時間、年齢な
ど）
話③Classroon Englishなど簡単な質問を話すことできる
話④教科書を聞き手に内容が伝わるように読むことができる
話⑤簡単な自己紹介を話すことができる
話⑥海外の歌を歌うことできる
書①日常生活の身近な単語を書くことができる
書②日常生活の身近な数字を書くことができる
書③Classroon Englishなど簡単な指示を書くことできる
書④教科書の内容を書くことができる。
書⑤自己紹介を書くことができる
書⑥海外の歌の歌詞を書くことができる

聞①アルファベットを聞いて、どの文字が理解する
ことができる
聞②数字を聞くことができる
聞③曜日、日付、天気を聞き取ることができる
聞④日常的な挨拶を理解することができる。
読①アルファベットが順番通りに言える
読②アルファベットの大文字と小文字が読める
読③ピリオド(.)、疑問符(?)、カンマ(,)、引用符
("")、感嘆符を理解することができる
読④教科書の文章を理解することができる
話①アルファベットを発音することができる
話②日付や曜日、天気を英語で言うことができる
話③数字を話すことができる
話④教科書を聞き手に内容が伝わるように読むこと
ができる
話⑤海外の歌を歌うことができる
書①アルファベットの大文字と小文字を活字体で各
ことができる
書②自分の名前を書くことができる
書③日付や曜日を書くことができる
書④教科書の単語を書くことができる
書⑤海外の歌の歌詞を書くことができる

〇

〇

〇

〇

○

領域

Lesson2　Soy Meat

確認テスト①

配
当
時
数

態

〇

○ 〇

〇

他者に伝わるように、ジェスチャーやあいづち
表現を活用しながら適切に伝えあうことができ
る。振り返りシートを用いて、自己の改善点を
見つけ、克服しようと努力すことができる。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○〇

〇 〇 〇

20

20

〇 〇

○

聞①日常生活の身近な単語を聞いて理解することができる
聞②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って理解できる
聞③Classroon Englishなど簡単な指示を聞いてその意味を理解することで
きる（例open your book)
聞④教科書の内容を聞き取ることができる。
聞⑤身近な話題について聞くことができる
読①日常生活の身近な単語を読むことができる
読②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って読むことができる
読③Classroon Englishなど簡単な指示を理解することできる（例open
your book)
読④教科書の内容を理解することができる。
読⑤身近な話題について読むことができる
話①日常生活の身近な単語を話すことができる
話②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って質問できる（例Whare do
you live?）
話③Classroon Englishなど簡単な質問を話すことできる
話④教科書を聞き手に内容が伝わるように読むことができる
話⑤身近な話題についてYes/Noで答えることができる
話⑥海外の歌を歌うことできる
書①日常生活の身近な単語を書くことができる
書②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って書くことができる（例
Whare do you live?）
書③Classroon Englishなど簡単な指示を書くことできる
書④教科書の内容を書くことができる。
書⑤身近な話題についてYes/Noで書くことができる
書⑥海外の歌の歌詞を書くことができる

〇

○ 〇

〇 〇

○

○ ○ ○

〇 〇 〇 〇

42

聞①日常生活の身近な単語を聞いて理解することができる
聞②日常生活の身近な数字を聞き取ることができる
聞③Classroon Englishなど簡単な指示を聞いてその意味を理解
することできる（例open your book)
聞④教科書の内容を聞き取ることができる。
聞⑤身近な話題について聞くことができる
読①日常生活の身近な単語を読むことができる
読②日常生活の身近な数字を読むことができる
読③Classroon Englishなど簡単な指示を理解することできる
（例open your book)
読④教科書の内容を理解することができる。
読⑤身近な話題について読むことができる
話①日常生活の身近な単語を話すことができる
話②日常生活の身近な数字を話すことができる
話③Classroon Englishなど簡単な質問を話すことできる
話④教科書を聞き手に内容が伝わるように読むことができる
話⑤身近な話題についてYes/Noで答えることができる
話⑥海外の歌を歌うことできる
書①日常生活の身近な単語を書くことができる
書②日常生活の身近な数字を書くことができる
書③Classroon Englishなど簡単な指示を書くことできる
書④教科書の内容を書くことができる。
書⑤身近な話題についてYes/Noで書くことができる
書⑥海外の歌の歌詞を書くことができる

〇

Lesson3　Capsule Toys

〇 〇 〇

【教材】
・VISTA English CommunicationⅠ
・オリジナルプリント
・一人１台端末の活用
【指導事項】
・日常生活の身近な単語
・日常生活の身近な数字
・日常的なYes/No疑問文
・月、日付、曜日、天気
・Classroom English
・スポーツについて
・海外の歌
・現在進行形を使ったpicture
discribing
・不規則動詞
・助動詞

２
学
期

確認テスト③

Lesson4　Pictograms

〇

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の４技能（聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと）について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身につけ
る。

外国語

○

○○ ○

○

評価規準

英語コミュニケーションⅠ

〇

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

Lesson1　The Aurora 【教材】
・VISTA English CommunicationⅠ
・オリジナルプリント
・一人１台端末の活用
【指導事項】
・アルファベット
・フォニックス
・ピリオド(.)、疑問符(?)、カンマ
(,)、引用符("")
・月、日付、曜日、天気
・数字
・Classroom English
・日本やアイルランドの春とその色につ
いて
・海外の歌
・be動詞や形容詞を使った自己紹介
・be動詞、一般動詞の過去形

【教材】
・VISTA English CommunicationⅠ
・オリジナルプリント
・一人１台端末の活用
【指導事項】
・日常的なあいさつ
・日常生活の身近な単語
・日常生活の身近な数字
・月、日付、曜日、天気
・Classroom English
・大豆ミートの説明
・不規則動詞
・現在進行形／過去進行形

単元の具体的な指導目標

（１組：久保、小島）（２組：久保、小島） （３組：小島、加藤）(４組：加藤、小島)

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson1　The Aurora

〇 ○ 〇

確認テスト②

基本的な英文法（主語、be動詞、一般動詞、進
行形、動名詞、不定詞、助動詞）を理解し、コ
ミュニケーションにおいて活用する技能を身に
つける。

身近な話題（自己紹介、他己紹介、趣味な
ど）について表現し、ジェスチャーやあいづ
ち表現を活用しながら適切に伝え合うことが
できる。

VISTA English CommunicationⅠNewEdition

外国語

具体的で身近な話題について、学校、地域、他教科等で学習内容と関連付けながら、互いの考えや気持ちなどを外国語で適切に伝えあっている。

他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して、自分の意見や考えなどを話し
たり書いたりして表現しようとしている。

英語コミュニケーションⅠ



〇

〇

〇 ○ ○

〇

○ ○

Lesson5 We Are Part of Nature

〇 〇 〇

【教材】
・VISTA English CommunicationⅠ
・オリジナルプリント
・一人１台端末の活用
【指導事項】
・日常生活の身近な単語
・５W1Hを使った日常生活の身近な話題
・日常的なYes/No疑問文
・月、日付、曜日、天気
・Classroom English
・ピクトグラムが国際社会で果たす重要
な役割について
・海外の歌
・動名詞を活用した趣味の紹介
・不規則動詞
・動名詞

〇 〇 〇

〇 〇 〇

【教材】
・VISTA English CommunicationⅠ
・オリジナルプリント
・一人１台端末の活用
【指導事項】
・日常生活の身近な単語
・５W1Hを使った日常生活の身近な話題
・簡単な質問をすることができる（時刻、好
きなもの、相手の名前等）
・日常的なYes/No疑問文
・月、日付、曜日、天気
・動物写真家の岩合光昭さんの生き方と自然
への思いについて
・海外の歌
・「私の推し」について
・不規則動詞
・不定詞 〇 〇 〇 〇 〇

聞①日常生活の身近な単語を聞いて理解することができる
聞②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って理解できる
聞③簡単な質問を聞くことができる（時刻、すきなもの、相手の名
前）
聞④教科書の内容を聞き取ることができる。
聞⑤身近な話題について聞くことができる
読①日常生活の身近な単語を読むことができる
読②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って読むことができ
る
読③簡単な質問を理解することができる
読④教科書の内容を理解することができる。
読⑤身近な話題について読むことができる
話①日常生活の身近な単語を話すことができる
話②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って質問できる（例
Whare do you live?）
話③簡単な質問をすることができる
話④教科書を聞き手に内容が伝わるように読むことができる
話⑤身近な話題についてYes/Noで答えることができる
話⑥海外の歌を歌うことできる
書①日常生活の身近な単語を書くことができる
書②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って書くことができ
る（例Whare do you live?）
書③簡単な質問を書くことできる
書④教科書の内容を書くことができる。
書⑤身近な話題についてYes/Noで書くことができる
書⑥海外の歌の歌詞を書くことができる

Lesson4　Pictograms

〇 〇 〇 〇 〇

23

聞①日常生活の身近な単語を聞いて理解することができる
聞②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って理解できる
聞③Classroon Englishなど簡単な指示を聞いてその意味を理解することで
きる（例open your book)
聞④教科書の内容を聞き取ることができる。
聞⑤身近な話題について聞くことができる
読①日常生活の身近な単語を読むことができる
読②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って読むことができる
読③Classroon Englishなど簡単な指示を理解することできる（例open
your book)
読④教科書の内容を理解することができる。
読⑤身近な話題について読むことができる
話①日常生活の身近な単語を話すことができる
話②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って質問できる（例Whare do
you live?）
話③Classroon Englishなど簡単な質問を話すことできる
話④教科書を聞き手に内容が伝わるように読むことができる
話⑤身近な話題についてYes/Noで答えることができる
話⑥海外の歌を歌うことできる
書①日常生活の身近な単語を書くことができる
書②日常生活の身近な話題について５W1Hを使って書くことができる（例
Whare do you live?）
書③Classroon Englishなど簡単な指示を書くことできる
書④教科書の内容を書くことができる。
書⑤身近な話題についてYes/Noで書くことができる
書⑥海外の歌の歌詞を書くことができる

〇〇 〇

〇 〇 〇 〇

42

３
学
期

Lesson5 We Are Part of Nature

〇 〇 〇

確認テスト⑤
〇

２
学
期

確認テスト④
〇

Lesson4　Pictograms

〇

合
計

105



年間授業計画　

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【実習】
⑪小麦粉を利用した日本料理
・だしの使い方
・グルテンの学習を深める
⑫肉を利用した西洋料理・中華料理
・食中毒予防に配慮した調理
⑬凝固剤を利用した製菓
・寒天を利用した調理
【実験】
・だしの実験その２
・寒天とゼラチンの違い
【実技試験】
〇食物調理技術検定4級の内容
・キュウリの切り方

【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
・材料に応じた調理操作を理解し、技術を習得し
ている。
【思考・判断・表現】
・安全や衛生に配慮した実習を行うことができ
る。
・材料に応じて、適切にな調理法を選択すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・他者と協働し、調理に対して前向きに取り組ん
でいる。

（ワークシート・レポート）

○ ○ ○

○

○ ○ ○

高等学校 令和8年度（１学年用）　　 教科 

２
学
期

食品の特性
【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
【思考・判断・表現】
・食品の情報を収集し、必要な情報を
取捨選択できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・食品について興味関心をもち、調理
へ生かそうとしている。

⑧小麦粉の調理性その２
⑨凝固剤の調理性
⑩肉の調理性

【調べ学習】
・ひとつの食品について、栄養価や
調理法の特徴などを調査する。

【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
【思考・判断・表現】
・食品の情報を収集し、必要な情報を取捨選択で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・食品について興味関心をもち、調理へ生かそう
としている。
（ワークシート・レポート）

○ ○

⑥テーブルコーディネートの要素
・五感とおいしさ
・行事や季節とのかかわり

⑦各国料理の食事様式
・日本料理の食事様式
・テーブルマナー

【知識・技能】
・食事様式やテーブルコーディネートの意義や必
要な要素を理解している。
・各国の食事様式を理解している。
【思考・判断・表現】
・よりよい食生活について、自分の考えを持ち表
現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・テーブルコーディネートに関心をもち、学習に
取り組んでいる。
（ワークシート・レポート）

○ ○

確認テスト②

③食品成分表の使い方
④小麦粉の調理性その１
【実習】
⑤米を利用した日本料理
・だし材料の取り扱い
・葉菜と根菜の調理
・野菜の切り方・調理
【実験】
・ドウ、グルテンの実験
・だしの実験その１
【実技試験】
・大豆つかみ

【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
・材料に応じた調理操作を理解し、技術を習得し
ている。
【思考・判断・表現】
・安全や衛生に配慮した実習を行うことができ
る。
・材料に応じて、適切にな調理法を選択すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・他者と協働し、調理に対して前向きに取り組ん
でいる。
（ワークシート・レポート）

テーブルコーディネート
【知識・技能】
・テーブルコーディネートの意義や必
要な要素を理解している。
・各国の食事様式を理解している。
【思考・判断・表現】
・よりよい食生活について、自分の考
えを持ち表現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・テーブルコーディネートに関心をも
ち、学習に取り組んでいる。

調理基礎
食品を科学的にとらえ、調理に生かす技術を身につける。
おいしさの要素を理解し、おいしい食事をつくる工夫ができるようにする。

調理実習
【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
・材料に応じた調理操作を理解し、技
術を習得している。
【思考・判断・表現】
・安全や衛生に配慮した実習を行うこ
とができる。
・材料に応じて、適切にな調理法を選
択することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・他者と協働し、調理に対して前向き
に取り組んでいる。

○ ○

30

〇テーブルコーディネートの要素
・カラーコーディネート

〇各国料理の食事様式
・西洋料理の食事様式
・テーブルマナー

【知識・技能】
・食事様式やテーブルコーディネートの意義や必
要な要素を理解している。
・各国の食事様式を理解している。
【思考・判断・表現】
・よりよい食生活について、自分の考えを持ち表
現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・テーブルコーディネートに関心をもち、学習に
取り組んでいる。

（ワークシート・レポート）

○

配当
時数

１
学
期

食品の特性
【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
【思考・判断・表現】
・食品の情報を収集し、必要な情報を
取捨選択できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・食品について興味関心をもち、調理
へ生かそうとしている。

①調理の基礎
・調理をするときの注意点
②米の調理性
【実験】炊飯を観察してみる

【実技】
・計量
・塩と砂糖の重量の違いを調べる
【調べ学習】
・世界の米料理について、国の特徴
や調理法などを調べ学習し、発表す
る。

【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
【思考・判断・表現】
・食品の情報を収集し、必要な情報を取捨選択で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・食品について興味関心をもち、調理へ生かそう
としている。

（ワークシート・レポート）

○ ○ ○

調理実習
【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
・材料に応じた調理操作を理解し、技
術を習得している。
【思考・判断・表現】
・安全や衛生に配慮した実習を行うこ
とができる。
・材料に応じて、適切にな調理法を選
択することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・他者と協働し、調理に対して前向き
に取り組んでいる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

テーブルコーディネート
【知識・技能】
・テーブルコーディネートの意義や必
要な要素を理解している。
・各国の食事様式を理解している。
【思考・判断・表現】
・よりよい食生活について、自分の考
えを持ち表現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・テーブルコーディネートに関心をも
ち、学習に取り組んでいる。

○

1○ ○

28

家庭 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習を通し、主体的に生活を創造する資質・能力を育成する。

生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家庭と社会との関わりについて理解を深め、生活を主体的に
営むために必要な知識・技能を身に付けるようにする。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

調理の面から食生活の充実向上を目指して自ら学び、
創造的な調理に主体的かつ協働的に取り組む態度を身
に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 調理基礎

（1組：成田・時安） （2組：成田・時安） （3組：成田・伊藤） （4組：成田・時安）

家庭 調理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

食品の調理性、調理の基礎及び様式別調理など
について体系的・系統的に理解するとともに、
関連する技術を身に付けるようにする。

食生活の現状から調理に関する課題を発見し、調理
を通して食生活の充実向上を担う職業人として合理
的かつ創造的に解決に向けて考察し、工夫する。

フードデザイン　Food Changes LIFE 教育図書

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、生涯を見通して
生活の課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地
域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う

【 知　識　及　び　技　能 】



合計

70

３
学
期

テーブルコーディネート
【知識・技能】
・テーブルコーディネートの意義や必
要な要素を理解している。
・各国の食事様式を理解している。
【思考・判断・表現】
・よりよい食生活について、自分の考
えを持ち表現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・テーブルコーディネートに関心をも
ち、学習に取り組んでいる。

〇テーブルコーディネートの実践
・テーマに沿った食事空間を考える

【知識・技能】
・食事様式やテーブルコーディネートの意義や必
要な要素を理解している。
・各国の食事様式を理解している。
【思考・判断・表現】
・よりよい食生活について、自分の考えを持ち表
現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・テーブルコーディネートに関心をもち、学習に
取り組んでいる。
（ワークシート・レポート）

○ ○ ○

確認テスト⑤
〇〇 1

調理実習
【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
・材料に応じた調理操作を理解し、技
術を習得している。
【思考・判断・表現】
・安全や衛生に配慮した実習を行うこ
とができる。
・材料に応じて、適切にな調理法を選
択することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・他者と協働し、調理に対して前向き
に取り組んでいる。

⑭魚の調理性
⑮アレルギー表示について
・アレルギー表示の意味
・米粉について
⑯卵の調理性

【実習】
製菓
・米粉を利用した製菓

【調べ学習】
・判別にテーマを決め、テーマに
沿った調べ学習をする。

２
学
期

確認テスト④

テーブルコーディネート
【知識・技能】
・テーブルコーディネートの意義や必
要な要素を理解している。
・各国の食事様式を理解している。
【思考・判断・表現】
・よりよい食生活について、自分の考
えを持ち表現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・テーブルコーディネートに関心をも
ち、学習に取り組んでいる。

3

○ 6

○ ○

30

○ ○ 1

【知識・技能】
・各食品の調理性を理解している。
・材料に応じた調理操作を理解し、技術を習得し
ている。
【思考・判断・表現】
・安全や衛生に配慮した実習を行うことができ
る。
・材料に応じて、適切にな調理法を選択すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・他者と協働し、調理に対して前向きに取り組ん
でいる。
（ワークシート・レポート）

○ ○

〇テーブルコーディネートの要素
・カラーコーディネート

〇各国料理の食事様式
・西洋料理の食事様式
・テーブルマナー

【知識・技能】
・食事様式やテーブルコーディネートの意義や必
要な要素を理解している。
・各国の食事様式を理解している。
【思考・判断・表現】
・よりよい食生活について、自分の考えを持ち表
現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・テーブルコーディネートに関心をもち、学習に
取り組んでいる。

（ワークシート・レポート）

○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業 工業技術基礎

工業技術について工業のもつ社会的な意義や役
割と人と技術との関わりを踏まえて理解すると
ともに，関連する技術を身に付ける。

工業技術に関する課題を発見し，工業に携わ
る者として科学的な根拠に基づき工業技術の
進展に対応し解決する力を養う。

（　1,２組：桑島、海老澤、谷内、酒井、安松、中辻　） （　３,４組：近藤、海老澤、橋本、鈴木、中辻、佐々木　）

工業 工業技術基礎 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

工業技術基礎、本校オリジナルテキスト（プリント）

工業

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体
的かつ協働的に取り組む態度を養う。

工業技術基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

評価規準 知 思

工業技術に関する広い視野をもつことを目指
して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

【知識・技能】
実習の目的をよく理解し、食品化学が工業技
術の中で果たしている役割についての知識と
技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
何をどのように学ぶのかを適切に思考・ 判断
し、行動できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実習の目的を理解し、各分野に共通する知識
や技術に興味・関心を持つとともに、実験・
実習に主体的に取り組む態度を身につけてい
る。

○

各ローテーションで実習を行う。
（第１ローテーション）

各分野について体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術を身
に付け、食品工業に関する課題を発
見し、職業人に求められる倫理観を
踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う

○

 【知識・技能】
作業の基本操作についての正しい知識を持
ち、実習内法をよく理解している。
【思考・判断・表現】
作業の基本操作について、適切に思考・判断
し、その方法について的確に表現できる技量
を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
作業の基本操作について興味・関心を持ち、
実習に意欲的に取り組む態度を身につけてい
る。

※レポート・提出物・授業態度を複合的に各
観点に照らし合わせ評価する

○ ○ 28

配当
時数

○ ○ 28

態

【知識・技能】
道具や機器の使用方法を理解し、正確に作業
を行う技能を身につけている
【思考・判断・表現】
作業手順を論理的に考え、的確な判断と表現
で課題を解決する力を身につけている
【主体的に学習に取り組む態度】
実習に積極的に取り組み、安全に配慮しなが
ら主体的に学ぶ姿勢を身につけている

※レポート・提出物・授業態度を複合的に各
観点に照らし合わせ評価する

○ ○ ○

28

合計

140

28

各ローテーションで実習を行う。
（第３ローテーション）

各分野について体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術を身
に付け、食品工業に関する課題を発
見し、職業人に求められる倫理観を
踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う

 指導項目：
 食品
・ヨーグルトの製造（滅菌）
・ミートソース（集団製造）
分析
・成分分離
・酸・塩基の性質
微生物
・乳酸菌の観察

【知識・技能】
道具や機器の使用方法を理解し、正確に作業
を行う技能を身につけている
【思考・判断・表現】
作業手順を論理的に考え、的確な判断と表現
で課題を解決する力を身につけている
【主体的に学習に取り組む態度】
実習に積極的に取り組み、安全に配慮しなが
ら主体的に学ぶ姿勢を身につけている

※レポート・提出物・授業態度を複合的に各
観点に照らし合わせ評価する

○ ○ ○ 28

【知識・技能】
道具や機器の使用方法を理解し、正確に作業
を行う技能を身につけている
【思考・判断・表現】
作業手順を論理的に考え、的確な判断と表現
で課題を解決する力を身につけている
【主体的に学習に取り組む態度】
実習に積極的に取り組み、安全に配慮しなが
ら主体的に学ぶ姿勢を身につけている

※レポート・提出物・授業態度を複合的に各
観点に照らし合わせ評価する

○ ○ ○

３
学
期

２
学
期

各ローテーションで実習を行う。
（第２ローテーション）

各分野について体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術を身
に付け、食品工業に関する課題を発
見し、職業人に求められる倫理観を
踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う

 指導項目：
 食品
・アイスクリームの製造（寒剤）
・リンゴジャムの製造（糖度）
分析
・ペーパークロマトグラフィー
・陽イオンの定性分析
微生物
・一般細菌の観察
・ミクロメーターの利用

 指導項目：
 食品
・マドレーヌの製造（膨張剤）
・アイスクリームの製造（寒剤）
分析
・質量・容量の測定
・酸、塩基の性質及び物質量
微生物
・抗菌試験
・培地作成

各ローテーションで実習を行う。
（第４ローテーション）

各分野について体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術を身
に付け、食品工業に関する課題を発
見し、職業人に求められる倫理観を
踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う

 指導項目：
 食品
・パンの製造（発酵）
分析
・着色料の判定
・合成保存料の確認
微生物
・酵母の観察

１
学
期

オリエンテーション

実習の目的を理解し、各分野に共通
する知識や技術に興味・関心を持つ
とともに、実験・実習に主体的に取
り組む態度を身につけさせる

ファイルの作成
実習の目的
実習班およびスケジュールの確認
実習におけるルールの確認
報告書（レポート）についての注
意点

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容



年間授業計画

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 食品工業の技術に興味をもち、意欲的に授業に取り組む

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 6

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

食品製造について意欲的に品質と生産性の向上を図る能力と態度を身に付ける。

工業情報数理

○ ○

指導事項：ソフトウェアの分類と
解説教材：工業情報数理（実教出
版）
コンピュータ内のアプリケーショ
ン（表計算ソフト、表計算ソフ
ト、プレゼンテーションソフトな
ど）などをどのような場面で使え
るソフトであるかを解説し、ま
た、基本ソフトウェア、支援ソフ
トウェアについても学習する。プ
ログラム言語と基本的なアルゴリ
ズムについても触れる。

単元：コンピュータの基本操作
【知識及び技能】
①	コンピュータを立ち上げ、電源を正
しい操作でシャットダウンできる。
②	ローマ字入力ができる。
【思考力、判断力、表現力等】コン
ピュータを立ち上げ、シャットダウン
の方法を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】指示さ
れたアプリケーションで作業をしてい
る（インターネット等を閲覧するなど
授業内容と関係のない行動をとってい
ない）。

工業 工業情報数理
工業 工業情報数理 2

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

（２組：井手、山本）（１組：井手、山本） （３組：井手、山本） （４組：井手、山本 ）

工業情報数理　（実教出版）

工業

食品の特性と加工の原理を考え、表現することができる。

○

6

配当
時数

○

単元：情報化の進展と産業社会
【知識及び技能】
CAD、CAMなどのアプリケーションがど
のようなアプリケーションかを理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】日常に
おいてどのような場面でコンピュータ
が利用されているか、また、どのよう
な場面でコンピュータを利用できるか
について思考することができる。
【学びに向かう力、人間性等】授業
中、ノートやプリントへの記入を積極
的に行っている。

【 知　識　及　び　技　能 】

工業の各分野において情報技術及び情報手段
や数理処理を活用する力の向上を目指して自
ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

工業の各分野における情報技術の進展と情報の意
義や役割及び数理処理の理論を理解するととも
に，関連する技術を身に付けるようにする。

情報化の進展が産業社会に与える影響に関す
る課題を発見し，工業に携わる者として科学
的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解
決する力を養う。

○

食品製造に必要な知識と技術、更に材料に関連する必要な知識と技術を習得させる。

単元：ソフトウェアの基礎
【知識及び技能】どのようなソフト
ウェアがあるかを理解している。ま
た、分類することができる。
【思考力、判断力、表現力等】授業で
学んだソフトウェアの特徴を説明する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】指示さ
れたアプリケーションで作業をしてい
る（インターネット等を閲覧するなど
授業内容と関係のない行動をとってい
ない）。

１
学
期

指導事項：情報化の進展と産業社
会教材：工業情報数理（実教出
版）
産業用のアプリケーション（CAD、
CAM）などの紹介やPOSシステムな
ど商業に関わるアプリケーション
までを学び、理解させる。

知識・技能】
CAD、CAMなどの用語を理解している。
【思考・判断・表現】日常においてどのよう
な場面でコンピュータが利用されているか、
また、どのような場面でコンピュータを利用
できるかについて思考することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】授業中、
ノートやプリントへの記入を積極的に行って
いる。

○ ○

【知識・技能】どのようなソフトウェアがあ
るかを理解している。また、分類することが
できる。
【思考・判断・表現】授業で学んだソフト
ウェアの特徴を説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】成果物の取
り組み度合いや、授業中の態度、発言などを
加味し総合的に評価する。

指導事項：コンピュータの構成と
特徴教材：工業情報数理（実教出
版）
コンピュータのログオンおよび
シャットダウンの確認を行う。ま
た、ホームポジション、ローマ字
の利用の準備を行う。

【知識・技能】
①	コンピュータを立ち上げ、電源を正しい操
作でシャットダウンできる。
②	ローマ字入力ができる。
【思考・判断・表現】コンピュータを立ち上
げ、シャットダウンの方法を説明することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】成果物の取
り組み度合いや、授業中の態度、発言などを
加味し総合的に評価する。

○ ○

7

○ 1確認テスト①

１学期	単元：コンピュータの構成と特
徴
【知識及び技能】コンピュータを構成
している装置とその役割を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】コン
ピュータの構成を説明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】授業
中、ノートやプリントへの記入を積極
的に行っている。

指導事項：コンピュータの構成と
特徴教材：工業情報数理（実教出
版）
入力装置および出力装置の具体例
や演算装置、制御装置、記憶装置
に当たってはその情報の流れを十
分に理解させる。

○ ○ 6

単元の具体的な指導目標

【知識・技能】コンピュータを構成している
装置を具体的に分類することができる。
【思考・判断・表現】それぞれの装置がどの
ような働きをするのかを説明することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】ノートの記
入状況、授業中の態度、発言などを加味し総
合的に評価する。

○



1

○

【知識・技能】見本通りに文書を作成するこ
とができる。
【思考・判断・表現】太字や斜体などのフォ
ントの文字を利用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】成果物の取
り組み度合いや、授業中の態度、発言などを
加味し総合的に評価する。

【知識・技能】見やすい様式（ユニバーサル
デザイン）を意識した文書を作成することが
できる。
【思考・判断・表現】太字や斜体などのフォ
ントの文字を利用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】成果物の取
り組み度合いや、授業中の態度、発言などを
加味し総合的に評価する。 ○ ○ ○ 6

6

○

7

単元：プレゼンテーションソフトの利
用
【知識及び技能】マイクロソフトオ
フィスのワードを利用し、自身で考え
た文章をまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力等】太字や
斜体などのフォントの文字を利用する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】指示さ
れたアプリケーションで作業をしてい
る（インターネット等を閲覧するなど
授業内容と関係のない行動をとってい
ない）。

指導事項：ソフトウェアの分類と
解説教材：工業情報数理（実教出
版）
コンピュータ内のアプリケーショ
ン（表計算ソフト、表計算ソフ
ト、プレゼンテーションソフトな
ど）などをどのような場面で使え
るソフトであるかを解説し、ま
た、基本ソフトウェア、支援ソフ
トウェアについても学習する。プ
ログラム言語と基本的なアルゴリ
ズムについても触れる。

6

8

指導事項：プレゼンテーションソ
フトの利用教材：自作プリント
プレゼンテーションソフトを利用
して自己紹介のスライドを作ら
せ、発表させる。

【知識・技能】
①	見やすい様式（ユニバーサルデザイン）を
意識した文書を作成することができる。
②	他者にわかりやすいプレゼンテーションを
行うことができる。
【思考・判断・表現】太字や斜体などのフォ
ントの文字を利用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】成果物の取
り組み度合いや、授業中の態度、発言などを
加味し総合的に評価する。

○ ○ ○

○

○

○

1

○ ○ ○ 6

○ ○

単元：ソフトウェアの基礎
【知識及び技能】どのようなソフト
ウェアがあるかを理解している。ま
た、分類することができる。
【思考力、判断力、表現力等】授業で
学んだソフトウェアの特徴を説明する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】指示さ
れたアプリケーションで作業をしてい
る（インターネット等を閲覧するなど
授業内容と関係のない行動をとってい
ない）。

１
学
期

確認テスト② ○ ○

【知識・技能】どのようなソフトウェアがあ
るかを理解している。また、分類することが
できる。
【思考・判断・表現】授業で学んだソフト
ウェアの特徴を説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】成果物の取
り組み度合いや、授業中の態度、発言などを
加味し総合的に評価する。

1

○ 7

単元：情報化社会とモラル
【知識及び技能】知的財産の考え方を
理解している。また、権利を守るため
の手段を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】イン
ターネットの利用に関して知的財産権
が生じるか否かを判断できる。【学び
に向かう力、人間性等】授業中、ノー
トやプリントへの記入を積極的に行っ
ている。

指導事項：情報化社会とモラル教
材：工業情報数理（実教出版）
知的財産権（著作権、意匠権、実
用新案権など）の種類について講
義する。また、どのような場合こ
の権利が生じ、どのような権利な
のかを指導する。

【知識・技能】
①	知的財産権について理解している。
②	権利を守るための手段を知っている。
【思考・判断・表現】インターネットの利用
に関して知的財産権が生じるか否かを判断で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】授業中、
ノートやプリントへの記入を積極的に行って
いる。

○ ○ ○

３
学
期

２
学
期

単元：計算機の利用
【知識及び技能】関数電卓を利用し、
複雑な計算を行うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】問題の
解き方を自身で考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】ひたむ
きに作業することができる。

指導事項：計算機の利用教材：
３，４級計算技術検定問題集（全
国工業高等学校場協会）
計算技術検定４級の学習を行う。
一人一台で、関数電卓を利用す
る。

【知識・技能】
①	関数電卓を利用して複雑な計算を行うこと
ができる。
②	卓上電卓を使いこなすことができる。
【思考・判断・表現】難しい問題を、いまま
で身につけてきた知識を活用して解くことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】ひたむきに
作業することができる。

○ ○

単元：ワードプロセッサーの練習②
【知識及び技能】マイクロソフトオ
フィスのワードを利用し、自身で考え
た文章をまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力等】太字や
斜体などのフォントの文字を利用する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】指示さ
れたアプリケーションで作業をしてい
る（インターネット等を閲覧するなど
授業内容と関係のない行動をとってい
ない）。

指導事項：ワードプロセッサーの
利用教材：自作プリント
自身で考えた文章をワードを利用
して入力する。ローマ字入力にな
れることのほか、フォントの変更
や表の挿入なども行う。

単元：ワードプロセッサーの練習①
【知識及び技能】マイクロソフトオ
フィスのワードを利用し、文章を見本
通りに書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】太字や
斜体などのフォントの文字を利用する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】指示さ
れたアプリケーションで作業をしてい
る（インターネット等を閲覧するなど
授業内容と関係のない行動をとってい
ない）。

指導事項：ワードプロセッサーの
利用教材：自作プリント
見本となる文章をワードを利用し
て入力する。ローマ字入力になれ
ることのほか、フォントの変更や
表の挿入なども行う。

確認テスト③

単元：情報のセキュリティ管理
【知識及び技能】コンピュータのセ
キュリティに関して深く理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】サイ
バー攻撃に対する対応策を講じること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】授業
中、ノートやプリントへの記入を積極
的に行っている。

指導事項：情報のセキュリティ管
理教材：情報工業数理（実教出
版）
コンピュータセキュリティについ
てサイバー攻撃に対する対応策に
ついて、また、暗号について講義
する。

【知識・技能】コンピュータのセキュリティ
に関して深く理解している。
【思考・判断・表現】サイバー攻撃に対する
対応策を講じることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】授業中、
ノートやプリントへの記入を積極的に行って
いる。

○ ○

確認テスト④ ○



○ 1

単元：プレゼンテーションソフトの利
用
【知識及び技能】マイクロソフトオ
フィスのワードを利用し、自身で考え
た文章をまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力等】太字や
斜体などのフォントの文字を利用する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】指示さ
れたアプリケーションで作業をしてい
る（インターネット等を閲覧するなど
授業内容と関係のない行動をとってい
ない）。

確認テスト⑤

8

指導事項：プレゼンテーションソ
フトの利用教材：自作プリント
プレゼンテーションソフトを利用
して自己紹介のスライドを作ら
せ、発表させる。

【知識・技能】
①	見やすい様式（ユニバーサルデザイン）を
意識した文書を作成することができる。
②	他者にわかりやすいプレゼンテーションを
行うことができる。
【思考・判断・表現】太字や斜体などのフォ
ントの文字を利用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】成果物の取
り組み度合いや、授業中の態度、発言などを
加味し総合的に評価する。

○ ○ ○

70

○

合計

３
学
期



年間授業計画　

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

２
学
期

A-2 単元；グラフィック 【Adobe Photoshop】
・デジタル一眼レフまたはミラーレスに
よる作品写真撮影
・フォトレタッチ
・デジタルサイネージの活用
・一人一台端末を活用し、構図について
学ぶ

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・PCや周辺機器の正しい使用方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・カメラ、MacPC、周辺機器、Adobe Photoshopの特徴を理解
する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良いデザインを模索する態度を養う。

３
学
期

A-3 単元；グラフィック 【箱制作】
・Adobe Photoshopによるデジタルコ
ラージュ
・Adobe Illustratorとカッティングプ
ロッター、UVプリンター、レーザー彫刻
機を利用した箱づくり
・一人一台端末を活用し、資料を収集す
る
・次年度のパッケージデザインへとつな
がる授業

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・PCや周辺機器の正しい使用方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・カメラ、MacPC、周辺機器、Adobe アプリの特徴を理解す
る。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良いデザインを模索する態度を養う。

○

B-3 単元：クラフト 【陶芸Ⅱ】
・手びねりによる食器制作基礎
・次年度の陶芸（ろくろ、絵付け）へつ
ながる授業

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・材料や道具を正しく大切に扱う方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・粘土や釉薬の特徴を理解する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に仕上げるために模索する態
度を養う。

○ ○ ○ 8

○ 8

8

C-2 単元：造形基礎 【デッサン】
・デザインの基礎基本
・ものの見方とものの形をとらえる学習
・鉛筆の削り方

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・材料や道具を正しく大切に扱う方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・ものの見方、紙への表し方を理解する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に仕上げるために模索する態
度を養う。

○ ○ ○ 8

8

B-2 単元：クラフト 【ガラス】
・フュージングによるカトラリー制作基
礎
・一人一台端末を活用し、制作した作品
の写真撮影を毎時間行い、自分の成長過
程を記録する

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・材料や道具を正しく大切に扱う方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・ガラスの特徴を理解する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に仕上げるために模索する態
度を養う。

○ ○ ○ 8

【クロッキー】
・モノのカタチを素早くとらえる

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・材料や道具を正しく大切に扱う方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・ものの見方、紙への表し方を理解する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に仕上げるために模索する態
度を養う。

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ 8

B-1 単元：クラフト

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

C-1 単元：造形基礎

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

○ ○

思

工業（デザイン） デザイン基礎
工業（デザイン） デザイン基礎 2

１・２組（  関谷　内田　松尾     ）、３・４組（　海老澤　内田　松尾　）

様々な材料や表現手段を体験し、その特徴を理解する。

【陶芸Ⅰ】
・たたらづくりによる食器制作基礎
・釉がけ方法

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・材料や道具を正しく大切に扱う方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・粘土や釉薬の特徴を理解する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に仕上げるために模索する態
度を養う。

①説明を集中して聞くことができる。
②教員と対話し、より良いデザインを模索しよう
としている。
③制作に集中して取り組んでいる。
④片付け掃除に取り組んでいる。
⑤反省・感想をプリントに記入することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

8

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
①本時の学習内容をプリントに記入することができる 。
②道具を正しく使用することができる。
③作品を完成させる。

①各素材やアプリケーションソフトの特徴を理解するこ
とができる。
②基本条件をふまえたデザインを描くことができる。
③作品を丁寧に仕上げることができる。

知 態

○

配当
時数

１
学
期

A-1 単元：グラフィック 【Adobe Illustrator】
・基本動作の学習
・パターンデザインについて
・トーン（色）について
・データの出力（プリントアウト）につ
いて
・一人一台端末を活用（情報収集）

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・PCや周辺機器の正しい使用方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・MacPC、周辺機器、Adobe Illustratorの特徴を理解する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良いデザインを模索する態度を養う。

○

デザイン実践

工業（デザイン）

学んだことをふまえてデザインを考え、形にすることができる。

手を動かすこと、デザインすることに興味を持つ。

デザイン基礎

【 知　識　及　び　技　能 】



３
学
期

6

合計

70

B-3 単元：クラフト 【陶芸Ⅱ】
・手びねりによる食器制作基礎
・次年度の陶芸（ろくろ、絵付け）へつ
ながる授業

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・材料や道具を正しく大切に扱う方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・粘土や釉薬の特徴を理解する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に仕上げるために模索する態
度を養う。

○ ○ ○ 8

C-3 単元：造形基礎 【色彩構成】
・色彩に関して理解し、画材を適切に用
いてグラデーションを作成することがで
きる。

出席時数、提出物、小テスト、授業態度、プレゼンテーショ
ン等で総合的に判断する。
【知識・技能】
・材料や道具を正しく大切に扱う方法を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・画材の使い方を理解する。
・基本条件に合った作品を制作し、丁寧に仕上げる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教員と対話し、より良い作品に仕上げるために模索する態
度を養う。

○ ○ ○


